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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月21日(2009.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子が設けられたｍ個（ｍはｍ≧２の整数）のサブ画素を含む画素を複数有する表
示装置の駆動方法であって、
　前記ｍ個のサブ画素の面積比を２０：２１：２２：・・・・：２ｍ－３：２ｍ－２：２
ｍ－１とし、
　１フレームに、複数のサブフレームから構成されるｋ個（ｋはｋ≧２の整数）のサブフ
レーム群を設けるとともに、
　前記ｋ個のサブフレーム群の各々において、点灯期間の長さの比が２０：２ｍ：２２ｍ

：・・・・：２（ｎ－３）ｍ：２（ｎ－２）ｍ：２（ｎ－１）ｍとなるｎ個（ｎはｎ≧２
の整数）のサブフレームを設け、
　すべての前記サブフレーム群において、前記点灯期間の長さが同じサブフレームの出現
順序を同じにし、
　前記サブフレームにおいて、前記ｍ個のサブ画素の点灯状態または非点灯状態を選択す
ることによって、前記画素の階調を表現することを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　発光素子が設けられたｍ個（ｍはｍ≧２の整数）のサブ画素を含む画素を複数有する表
示装置の駆動方法であって、
　前記ｍ個のサブ画素の面積比を２０：２１：２２：・・・・：２ｍ－３：２ｍ－２：２
ｍ－１とし、
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　１フレームを点灯期間の長さの比が２０：２ｍ：２２ｍ：・・・・：２（ｎ－３）ｍ：
２（ｎ－２）ｍ：２（ｎ－１）ｍとなるｎ個（ｎはｎ≧２の整数）の第１のサブフレーム
に分割し、
　前記第１のサブフレームのそれぞれを１／ｋの長さの点灯期間を有するｋ個（ｋはｋ≧
２の整数）の第２のサブフレームに分割し、
　前記点灯期間の異なる前記第２のサブフレームを取り出し、ｋ個のサブフレーム群を形
成し、
　すべての前記サブフレーム群において、前記点灯期間の長さが同じ前記第２のサブフレ
ームの出現順序を同じになるように並べ替え、
　前記ｍ個のサブ画素の点灯状態または非点灯状態を選択することによって、前記画素の
階調を表現することを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　発光素子が設けられたｍ個（ｍはｍ≧２の整数）のサブ画素を含む画素を複数有する表
示装置の駆動方法であって、
　前記ｍ個のサブ画素の面積比を２０：２１：２２：・・・・：２ｍ－３：２ｍ－２：２
ｍ－１とし、
　１フレームを点灯期間の長さの比が２０：２ｍ：２２ｍ：・・・・：２（ｎ－３）ｍ：
２（ｎ－２）ｍ：２（ｎ－１）ｍとなるｎ個（ｎはｎ≧２の整数）の第１のサブフレーム
に分割し、
　前記ｎ個の第１のサブフレームのうち最長のサブフレームを、１／（ａ×ｋ）（ａはａ
≧２の整数、ｋはｋ≧２の整数）の長さの点灯期間を有する（ａ×ｋ）個の第２のサブフ
レームに分割し、
　前記ｎ個の第１のサブフレームのうち残りの第１のサブフレームを１／ｋの長さの点灯
期間を有する第３のサブフレームに分割し、
　ａ個の前記第２のサブフレーム及び前記点灯期間の異なる前記第３のサブフレームを取
り出し、ｋ個のサブフレーム群を形成し、
　すべての前記サブフレーム群において、第２のサブフレーム及び前記点灯期間の長さが
同じ第３のサブフレームの出現順序を同じにし、
　前記ｍ個のサブ画素の点灯状態または非点灯状態を選択することによって、前記画素の
階調を表現することを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　請求項２において、前記ｋ個の各サブフレーム群において、前記各サブフレーム群を構
成する前記第２のサブフレームが、前記点灯期間の昇順に配置されていることを特徴とす
る表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　請求項２において、前記ｋ個の各サブフレーム群において、前記各サブフレーム群を構
成する前記第２のサブフレームが、前記点灯期間の降順に配置されていることを特徴とす
る表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　請求項４又は請求項５において、前記ｋ個の各サブフレーム群において、前記各サブフ
レーム群を構成する前記第２のサブフレームのうち、１番長い点灯期間を有する第２のサ
ブフレームのうち少なくとも１個のサブフレームとその次に長い点灯期間を有する第２の
サブフレームとの順序が逆になっていることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか一項において、前記画素の輝度と前記階調が比例関係
となる階調領域と、前記画素の輝度と前記階調の関係が非線形になる階調領域を有するこ
とを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　面積比が２０：２１：２２：・・・・：２ｍ－３：２ｍ－２：２ｍ－１となるｍ個（ｍ
はｍ≧２の整数）のサブ画素を含む画素を複数有し、
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　前記ｍ個のサブ画素はそれぞれ、発光素子と、信号線と、走査線と、第１の電源線と、
第２の電源線と、選択トランジスタと、駆動トランジスタとを有し、
　前記選択トランジスタのソース又はドレイン電極の一方は前記信号線と電気的に接続さ
れ、他方は前記駆動トランジスタのゲート電極と電気的に接続され、
　前記駆動トランジスタのソース又はドレイン電極の一方は前記第１の電源線と電気的に
接続され、
　前記発光素子は、第１の電極及び第２の電極を有し、前記第１の電極は前記駆動トラン
ジスタのソース又はドレイン電極の他方と電気的に接続され、前記第２の電極は前記第２
の電源線に接続されており、
　１フレームに、複数のサブフレームから構成されるｋ個（ｋはｋ≧２の整数）のサブフ
レーム群を設けるとともに、
　前記ｋ個のサブフレーム群の各々において、点灯期間の長さの比が２０：２ｍ：２２ｍ

：・・・・：２（ｎ－３）ｍ：２（ｎ－２）ｍ：２（ｎ－１）ｍとなるｎ個（ｎはｎ≧２
の整数）のサブフレームを設け、
　すべての前記サブフレーム群において、前記点灯期間の長さが同じサブフレームの出現
順序を同じにし、
　前記サブフレームにおいて、前記ｍ個のサブ画素の点灯状態または非点灯状態を選択す
ることによって、前記画素の階調を表現することを特徴とする表示装置。
【請求項９】
　面積比が２０：２１：２２：・・・・：２ｍ－３：２ｍ－２：２ｍ－１となるｍ個（ｍ
はｍ≧２の整数）のサブ画素を含む画素を複数有し、
　前記ｍ個のサブ画素はそれぞれ、発光素子と、信号線と、走査線と、第１の電源線と、
第２の電源線と、選択トランジスタと、駆動トランジスタとを有し、
　前記選択トランジスタのソース又はドレイン電極の一方は前記信号線と電気的に接続さ
れ、他方は前記駆動トランジスタのゲート電極と電気的に接続され、前記駆動トランジス
タのソース又はドレイン電極の一方は前記第１の電源線と電気的に接続され、
　前記発光素子は、第１の電極及び第２の電極を有し、前記第１の電極は前記駆動トラン
ジスタのソース又はドレイン電極の他方と電気的に接続され、前記第２の電極は前記第２
の電源線に接続されており、
　１フレームを点灯期間の長さの比が２０：２ｍ：２２ｍ：・・・・：２（ｎ－３）ｍ：
２（ｎ－２）ｍ：２（ｎ－１）ｍとなるｎ個（ｎはｎ≧２の整数）の第１のサブフレーム
に分割し、
　前記ｎ個の第１のサブフレームのうち最長のサブフレームを、１／（ａ×ｋ）（ａはａ
≧２の整数、ｋはｋ≧２の整数）の長さの点灯期間を有する（ａ×ｋ）個の第２のサブフ
レームに分割し、
　前記ｎ個の第１のサブフレームのうち残りの第１のサブフレームを１／ｋの長さの点灯
期間を有する第３のサブフレームに分割し、
　ａ個の前記第２のサブフレーム及び前記点灯期間の異なる前記第３のサブフレームを取
り出し、ｋ個のサブフレーム群を形成し、
　すべての前記サブフレーム群において、第２のサブフレーム及び前記点灯期間の長さが
同じ第３のサブフレームの出現順序を同じにし、
　前記ｍ個のサブ画素の点灯状態または非点灯状態を選択することによって、前記画素の
階調を表現することを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　請求項８または請求項９において、前記ｍ個のサブ画素で、前記信号線が共有されてい
ることを特徴とする表示装置。
【請求項１１】
　請求項８乃至請求項９において、前記ｍ個のサブ画素で、前記走査線が共有されている
ことを特徴とする表示装置。
【請求項１２】
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　請求項８または請求項９において、前記ｍ個のサブ画素で、前記第１の電源線もしくは
前記第２の電源線の少なくとも一方が共有されていることを特徴とする表示装置。
【請求項１３】
　請求項８または請求項９において、前記画素が有する前記信号線の本数が２本以上ｍ本
以下であり、前記ｍ個のサブ画素のいずれか一のサブ画素が有する前記選択トランジスタ
が、他のサブ画素が有する前記選択トランジスタとは異なる前記信号線と電気的に接続さ
れることを特徴とする表示装置。
【請求項１４】
　請求項８または請求項９において、前記画素が有する前記走査線の本数が２本以上であ
り、前記ｍ個のサブ画素のいずれか一のサブ画素が有する前記選択トランジスタが、他の
サブ画素が有する前記選択トランジスタとは異なる前記走査線と電気的に接続されること
を特徴とする表示装置。
【請求項１５】
　請求項８または請求項９において、前記画素が有する前記第１の電源線の本数が２本以
上ｍ本以下であり、前記ｍ個のサブ画素のいずれか一のサブ画素が有する前記駆動トラン
ジスタが、他のサブ画素が有する前記駆動トランジスタとは異なる前記第１の電源線と電
気的に接続されることを特徴とする表示装置。
【請求項１６】
　請求項８乃至請求項１５のいずれか一項に記載の表示装置を有する電子機器。
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